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７月に入ると毎年恒例のお祭りや花火大会といった行事が増え、街中で浴衣姿の女性を目にする機

会が増えます。発見した時は、「あ～夏だなぁ。」としみじみ感じてしまいます(๑'•ع•)ฅ━☀ *:'. 

そんな夏の風物詩といえる浴衣の歴史について簡単にご紹介します！ 

起源は平安時代。帰属が蒸し風呂に入る時、水蒸気でやけどをしないように着たことから始まりま

す。室町時代には手拭いならぬ「身拭（みぬぐい）」と言われ、安土桃山時代頃から湯上がりに着

て肌の水分を吸い取らせる目的で広く用いられるようになりました。 

これが江戸時代に入り、町人文化の発展に伴って、「浴衣（ゆかた）」に進化してきました。 

盆踊りや花見など、揃いの浴衣で出かける事が流行し華やかな江戸時代に浴衣文化が花開きます。 

浴衣が夏の普及着として全国に定着したのは明治時代に入ってから。それまでの木藍の手染めか

ら 、 大 量 生 産 可 能 な 「 注 染 （ ち ゅ う せ ん ）」 と い う 染 色 方 法 が 発 明 さ れ た か ら で す 。 

白地の浴衣は、家の中で着ると真夏でも涼しく過ごせ、紺地の浴衣は、「藍」の香りを虫が嫌う事

から虫の多く出る夕方から夜にかけて着用するのが良いとされています。 

浴衣には暑い夏を快適に過ごすための日本人の生活の知恵が染め込んでいるのです。 

着物を着る人が少なくなった今日。昔と今では生活のスタイルが変わっていますが、日本人として

浴衣文化は後世に残していきたいものです(*´꒳̀*) 



 

 



 

 

 



 

 


